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はじめに
　1月12日6階臨床講堂において第13回医科学
フォーラムが開催された。今回は以前より何度となく
講演の依頼をお願いし、ようやく念願がかなった北海
道大学の喜田宏教授の講演を中心にフォーラムが行
われた。出席者は演題が話題の鳥インフルエンザで
あったことや、高名な喜田宏先生をお迎えできたこと
により、多数の出席者をみた。講演に先立ち、臨床と
して、小児科におけるインフルエンザ脳症の病態や治
療についての講演を不肖私がさせていただいた。イン
フルエンザ脳症は小児科領域で最も重篤で予後不良
な疾患として認識されてきていること、また、治療の
進歩がすこしずつなされてきていること、さらに、多
くの基礎データから、病態が解明され、それに基づく
治療法を選択できるような時代に入ってきているこ
とを話させていただいた。座長には生理学教室の佐々
木光美先生に丁寧なご紹介をしていただいた。
　ついで、北海道大大学の喜田教授の講演が微生物学
教室の松本哲也先生の座長で始まった。喜田先生の専
門は、ウイルス学、微生物生態学、感染病理学で、特
に鳥インフルエンザの起源と流行予防の国内第一人
者である。北海道大学出身で、数々の賞を受賞されて
いるが、特に2005年には「インフルエンザ制圧のため
の基礎的研究一家禽、家畜およびヒトの新型インフル
エンザウイルスの出現機構の解明と抗体によるウイ
ルス感染性中和の分子的基盤の確立一」で日本学士院
賞を受賞したことは全国の研究者にとって記憶に新
しいことである。現在は北海道大学人獣共通感染症リ
サーチセンター長であり、獣医学研究科の教授も兼任
されている。
　最近では、WHOに対して世界的なインフルエンザ
の監視体制を提言し、また、国際獣疫事務局（OIE）の
鳥インフルエンザ研究拠点の責任者としても国際的
な活動をされている。当日は厚生労働省の会議の後に
お招きし、お忙しい中をぬってのご講演となった。
　インフルエンザウイルスの構造から始まる講演は、
ウイルスの初心者にも非常にわかりやすく、新型ウイ
ルス遺伝子の起源が鳥インフルエンザウイルスにあ
ること、自然界でカモが夏に巣を営む北方圏の湖沼に
インフルエンザウイルスが存続していること、そして
カモがこれらを南方に運び、アヒルを介してブタに感
染、ブタはヒトの流行ウイルスにも同時感染して新型
ウイルスが生まれることなど説明された。そして本日
の主題の鳥インフルエンザの問題に入られた。鳥イン
フルエンザのウイルスの病原性が種によりかなり異
なること、また、いまだにヒトにおける脅威は少ない
ことを説明された。（この点は著者の思い込みもある
かもしれない）さらに、現在において多くの輸入動物
にたいし世界的な規模でグローバルサーベイを行っ
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ている話などを最後にされ講演は終了した。その後多
くの質問がで、それに対し喜田先生のご説明が的確か
つ示唆に富む御返答が多く、多くの聴衆していた先生
が今後の研究の意欲を刺激され満足されたようで
あった。
　また、引き続き行われた懇親会では、基礎・臨床の
先生方の多数の出席により普段はなかなか交流のな
い先生方との会話は極めて楽しく愉快なひと時で
あった。　　　　　　　　　　　　　　（文責　河島）
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